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事業者 東武鉄道株式会社・東武タワースカイツリー株式会社

所在地 東京都墨田区押上一丁目

敷地面積 約36,900㎡

建築面積 約31,600㎡

延床面積 約230,000㎡

階数 地下3階-地上31階

高さ 最高高さ　634ｍ

用途 電波塔／事務所／物販／飲食　他

駐車台数 約1,000台

緑化面積 地上部 約5,500㎡　　屋上部 約4,400㎡

竣工予定 平成24（2012）年2月

開業予定 平成24（2012）年5月

事業の概要
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低炭素化へ向けての５つのポイント

西商業棟 東商業棟

高層棟
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雨水の多目的利用

MM

大容量雨水貯留槽

大温度差送水

FRPM管による軽量化

将来の周辺街区への拡張

∞

LCEMﾂｰﾙによるｴﾈﾙｷﾞｰ分析

テナントごとのﾈﾙｷﾞｰ計量

太陽光発電

雨水散水

雨水による

太陽光ﾊﾟﾈﾙ冷却

高断熱ｶﾞﾗｽ・高効率照明

映像による省CO２ｱﾋﾟｰﾙ

街区建物と街区建物と街区建物と街区建物とDHCDHCDHCDHCとの連携によるとの連携によるとの連携によるとの連携による

ﾗｲﾌ・ｻｲｸﾙ・ﾗｲﾌ・ｻｲｸﾙ・ﾗｲﾌ・ｻｲｸﾙ・ﾗｲﾌ・ｻｲｸﾙ・COCOCOCO2222削減削減削減削減

太陽光発電など太陽光発電など太陽光発電など太陽光発電など

自然ｴﾈﾙｷﾞｰによる自然ｴﾈﾙｷﾞｰによる自然ｴﾈﾙｷﾞｰによる自然ｴﾈﾙｷﾞｰによるCOCOCOCO2222削減削減削減削減

国内最高レベルの国内最高レベルの国内最高レベルの国内最高レベルの

高効率高効率高効率高効率DHC(DHC(DHC(DHC(地域冷暖房地域冷暖房地域冷暖房地域冷暖房))))

２つの２つの２つの２つのDHCDHCDHCDHCﾌﾟﾗﾝﾄﾌﾟﾗﾝﾄﾌﾟﾗﾝﾄﾌﾟﾗﾝﾄ

連携とｴﾈﾙｷﾞｰﾈｯﾄﾜｰｸ連携とｴﾈﾙｷﾞｰﾈｯﾄﾜｰｸ連携とｴﾈﾙｷﾞｰﾈｯﾄﾜｰｸ連携とｴﾈﾙｷﾞｰﾈｯﾄﾜｰｸ

水と緑と省水と緑と省水と緑と省水と緑と省CO2CO2CO2CO2のののの

情報発信ステーション情報発信ステーション情報発信ステーション情報発信ステーション

東武鉄道

新本社

蓄熱槽・地中熱・雨水利用

見える化

メインプラント

高効率熱源

大容量蓄熱槽

地下鉄構内の配管ｽﾍﾟｰｽ利用

地中熱利用

サブプラント

(4)(4)(4)(4) (5)(5)(5)(5)

(3)(3)(3)(3)

(2)(2)(2)(2) (1)(1)(1)(1)

屋上緑化
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冷温水槽 冷水槽

∞
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メインプラント

∞
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サブプラント

地中熱

採放熱用

チューブ

温水

冷温水

冷水

受入

施設

受入

施設

受入

施設

冷温水槽

温水供給

ポンプ

ヒーティングタワー

ヒートポンプ

ターボ冷凍機

冷却塔

冷水供給

ポンプ

ターボ冷凍機

冷却塔 温水ボイラー

基礎杭/

ボアホール

冷却加熱塔

受入施設

熱源水

7,000ｍ

3

∞∞

冷温水槽

水熱源

ヒートポンプ

 

東京スカイツリー東京スカイツリー東京スカイツリー東京スカイツリー

東武・東京メトロ東武・東京メトロ東武・東京メトロ東武・東京メトロ

押上駅押上駅押上駅押上駅

業平橋駅業平橋駅業平橋駅業平橋駅

DHCメインプラントDHCメインプラントDHCメインプラントDHCメインプラント

DHCサブプラントDHCサブプラントDHCサブプラントDHCサブプラント

ＤＨＣ事業計画区域ＤＨＣ事業計画区域ＤＨＣ事業計画区域ＤＨＣ事業計画区域

東武鉄道㈱東武鉄道㈱東武鉄道㈱東武鉄道㈱

本社ビル本社ビル本社ビル本社ビル

地域導管地域導管地域導管地域導管

熱供給事業者 株式会社東武エネルギーマネジメント

供給区域面積 約102,000㎡

熱源容量 冷熱源 4,650RT

温熱源 21.02GJ

熱源設備 サブプラント ターボ冷凍機 4,430MJ/h×2

温水ボイラー 1,670MJ/h×3

メインプラント ターボ冷凍機 17,089MJ/h×2

インバーターターボ冷凍機 17,089MJ/h

ヒーティングタワーヒートポンプ 冷却 12,658MJ/h

加熱 11,520MJ/h

ヒーティングタワーヒートポンプ 冷却 12,152MJ/h

加熱 12,240MJ/ｈ

ヒーティングタワーヒートポンプ 冷却 6,076MJ/ｈ

加熱 6,120MJ/ｈ

水熱源ヒートポンプ （地中熱用）冷却 632MJ/ｈ

（地中熱用）加熱 800MJ/h

水蓄熱槽 （冷温水槽） 4,500m3

（冷水槽） 2,500m3

供給開始 サブプラント 平成21（2009）年10月

メインプラント 平成24（2012）年1月～春予定

東京スカイツリー地区熱供給事業概要（平成21年2月17日事業許可・第3期分まで）
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効果の想定

※※ 特に熱源、空調ポンプ・ファン、照明で大幅な削減を図っている。特に熱源、空調ポンプ・ファン、照明で大幅な削減を図っている。


